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原
発
は
人
類
の
手
に
お
え
る
装
置
で
は
な
い

数
千
万
人
が
暮
ら
す
関
西
を
放
射
能
ま
み
れ
に
す
る
な
！

関西電力は１月２９日午後５時、高浜原発３号機を再稼働させ

ました。 九州電力川内原発１、２号機に続いて３つめです。今回

は、再稼働は通常のウラン燃料に比べ、危険な MOX 燃料を混ぜた

方式よるものです。「もんじゅ」稼働が絶望的となった今、４７．

５トンもため込んだプルトニウムをしゃにむに発電用に使うこと

によって「核燃サイクル」を生き延びさせようとしています。
＊不思議なことに、稼働の前日、甘利明経産再生担当大臣が金銭授受で辞任

しました。原発の責任閣僚である彼の金権的癒着は、電力会社など原発企業

からの莫大な金の流れに関わります。再稼働をストップさせ追及すべきです。

原
発
は
人
類
の
手
に
お
え
る
装
置
で
は
な
い
。
福
島
事
故

で
溶
け
落
ち
た
原
子
炉
内
の
熔
融
物
の
位
置
な
ど
は
不
明

で
あ
り
汚
染
水
垂
れ
流
し
は
続
く
。
規
制
委
員
会
の
審
査
が

原
発
再
稼
働
に
偏
り
、
人
々
の
安
全
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て

い
ま
す
。
福
井
地
裁
は
、
人
間
性
あ
ふ
れ
る
仮
処
分
決
定
を

覆
し
、
政
権
の
意
の
ま
ま
の
決
定
を
行
い
ま
し
た
。
原
発
再

稼
働
は
、
原
発
産
業
か
ら
暴
利
を
得
て
来
た
電
力
会
社
や
大

企
業
の
利
益
の
確
保
と
核
兵
器
の
原
料
と
な
る
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
保
持
の
た
め
で
す
。
数
千
万
人
が
住
む
関
西
の
地
を
放

射
能
の
危
機
に
さ
ら
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
（
要
旨
）

豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る
会
結
成
十
周
年
を
記
念
し
て
『
日
本
の
原
子

力
政
策
と
三
陸
の
未
来
』
と
題
す
る
作
家
広
瀬
隆
さ
ん
の
講
演
会
が
、
十

二
月
六
日
宮
古
市
民
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
原
発
事
故
に
よ
っ

て
進
行
し
て
い
る
内
部
被
曝
の
実
態
の
報
告
と
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
稼

働
に
よ
る
三
陸
の
海
の
汚
染
の
問
題
な
ど
、
二
時
間
余
に
わ
た
っ
て
、
そ

の
危
険
と
私
達
の
姿
勢
に
つ
い
て
示
唆
に
富
む
お
話
で
し
た
。
会
場
い
っ

ぱ
い
の
百
余
人
の
参
会
者
は
、
豊
か
な
海
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
な
が

ら
聴
き
入
り
ま
し
た
。
講
演
会
は
漁
協
や
消
費
者
団
体
な
ど
三
十
余
団
体

が
協
賛
し
ま
し
た
。「
天
恵
の
海
」
編
集
部
と
し
て
取
材
し
ま
と
め
ま
し
た

の
で
二
回
連
載
で
報
告
し
ま
す
。

（
文
責
・
編
集
部
）

福
島
原
発
事
故
に
よ
っ
て

放
出
さ
れ
た
放
射
能
は
膨
大

な
天
文
学
的
量
で
あ
り
、
し

か
も
か
つ
て
な
い
人
口
密
度

の
高
い
地
域
に
降
り
注
ぎ
ま

し
た
。
被
曝
に
よ
る
被
害
は

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
経
験
か

ら
、
ま
さ
に
事
故
５
年
後
の

こ
れ
か
ら
顕
著
に
な
っ
て
ゆ

く
運
命
に
あ
り
ま
す
。

様
々
な
放
射
性
物
質
が

飛
び
散
っ
た
。

事
故
原
発
が
メ
ル
ト
ダ
ウ

ン
し
た
と
き
、
茨
城
県
つ
く
ば

市
で
沸
点
が
四
八
七
七
℃
の

テ
ク
ネ
チ
ウ
ム
が
観
測
さ
れ

て
い
た
の
で
、
炉
内
の
温
度
は

五
〇
〇
〇
℃
近
く
ま
で
達
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

従
っ
て
、
第
１
図
の
よ
う
に

原
発
内
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

（
裏
面
へ
）



福島県甲状腺検査(2015.11.30 検討委員会)

癌確定 癌の疑い 合計

一巡目検査 １００人 １３人 １１３人

二巡目検査 １５人 ２４人 ３９人

合計 １１５人 ３７人 １５２人
（ほかに１人が１巡目で甲状腺摘出後良性腫瘍と

判定された）

（編集部：注）２月１５日同検討委員会が開催さ

れ昨年１２月末までのデータを公表しました。そ

の結果、現在、甲状腺がんの「悪性ないし悪性の

疑い」と診断された人は１６６人、そのうち「手

術で甲状腺がんと確定」したひとは１１６人。

放
射
性
物
質
が
ガ
ス
化
し

飛
散
し
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
放
射
性
物
質

は
「
幸
い
に
も
」
西
か
ら
の

偏
西
風
に
よ
っ
て
八
割
方

太
平
洋
に
落
ち
た
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ヒ
ロ
シ

マ
原
爆
の
数
十
倍
と
も
言

わ
れ
る
放
射
性
物
質
が
、
東

京
は
じ
め
人
口
の
集
中
し

た
地
域
に
降
り
注
い
だ
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

（
第
２
図

第
３
図
）

放
射
性
降
下
物
（
微
細
な

塵
）
は
体
に
入
る

福
島
原
発
事
故
で
飛
散

し
た
様
々
な
放
射
性
の
塵

は
長
く
放
射
線
を
出
し
続

け
ま
す
。
こ
の
微
細
な
塵
が

人
間
の
体
に
取
り
込
ま
れ

て
し
ま
う
と
、
諸
器
官
に
付

着
し
て
な
か
な
か
排
出
さ

れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
周
辺
の

細
胞
は
放
射
線
に
よ
り
長

く
傷
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を

内
部
被
曝
と
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
放
射
性
微

細
粒
子
（
ホ
ッ
ト
パ
ー
テ
ィ

ク
ル
）
は
東
京
で
も
観
測
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
証
拠
が
、

第
４
図
で
「
自
動
車
エ
ン
ジ

ン
の
エ
ア
ー
フ
ィ
ル
タ
ー

に
付
着
し
た
放
射
能
塵
を

感
光
さ
せ
た
レ
ン
ト
ゲ
ン

用
フ
ィ
ル
ム
」
で
す
。
福
島

市
の
自
動
車
と
同
じ
よ
う

に
、
東
京
で
も
福
島
ほ
ど
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
放
射
能

塵
を
示
す
感
光
が
あ
り
ま

し
た
。

ホ
ッ
ト
パ
ー
テ
ィ

ク
ル
は
ま
ず
呼
吸
に
よ
っ

て
吸
い
込
ま
れ
、
肺
や
気
管

支
に
付
着
し
、
さ
ら
に
は
血

液
に
よ
っ
て
運
ば
れ
、
各
器

官
に
蓄
積
し
ま
す
。

事
故
後
、
心
筋
梗
塞
や

血
液
傷
害
が
急
増

医
療
機
関
か
ら
厚
生
労

働
省
に
提
出
さ
れ
て
い
る

「
診
療
実
績
結
果
報
告
」
の

年
次
統
計
を
見
る
と
「
心
筋

梗
塞
」
が
東
京
都
、
神
奈
川
、

千
葉
、
埼
玉
、
茨
城
、
福
島

の
各
県
と
も
急
増
し
て
い

ま
す
。
「
血
液
関
連
癌
」
の

専
門
病
院
の
入
院
患
者
数

も
増
え
て
い
ま
す
。

予
断
を
許
さ
な
い

甲
状
腺
ガ
ン
の
発
生

事
故
発
生
と
同
時
に
、
福

島
原
発
か
ら
ヨ
ウ
素
１
３

１
が
大
量
に
放
出
さ
れ
ま

し
た
。
ヨ
ウ
素
は
子
供
の
成

長
に
必
須
の
ホ
ル
モ
ン
を

つ
く
る
成
分
で
す
。
そ
の
た

め
放
射
能
を
帯
び
た
ヨ
ウ

素
１
３
１
は
、
甲
状
腺
に
取

り
込
ま
れ
や
す
く
、
小
児
甲

状
腺
ガ
ン
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
事
実
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
事
故
後
に
甲
状
腺
ガ
ン

が
多
発
し
ま
し
た
。

第
５
図
は
ベ
ラ
ル
ー
シ

の
「
甲
状
腺
ガ
ン
」
の
発
生

件
数
で
す
が
、
「
一
四
才
以

下
」
の
数
値
が
事
故
後
四
年

目
か
ら
急
激
に
上
昇
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

十
年
目
当
た
り
が
ピ
ー
ク

で
、
そ
の
後
減
っ
た
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
今
度
は
「
一

五
才
～
一
八
才
」
が
増
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
事
故
当
時

子
供
だ
っ
た
年
代
グ
ル
ー

プ
が
成
長
し
て
、
上
の
世
代

に
移
っ
た
か
ら
で
す
。
明
ら

か
に
事
故
で
放
出
さ
れ
た

ヨ
ウ
素
１
３
１
に
起
因
す
る

「
小
児
甲
状
腺
ガ
ン
」
で
あ

る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

福
島
事
故
時
子
供
で
あ
っ
た

人
達
は
大
丈
夫
か
？

福
島
県
は
事
故
当
時
一

八
才
以
下
で
あ
っ
た
住
民

約
三
六
万
人
に
つ
い
て
、
甲

状
腺
の
エ
コ
ー
検
査
を
順

次
お
こ
な
っ
て
来
ま
し
た
。

現
在
事
故
後
一
年
以
内
に

生
ま
れ
た
子
供
も
含
め
て
、

二
巡
目
の
検
査
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
は

「
福
島
県
民
健
康
調
査
委

員
会
」
に
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。現

在
ま
で
に
「
ガ
ン
と
さ

れ
た
人
」
は
一
一
五
人
、「
ガ

ン
の
疑
い
」
の
人
三
七
人
で

合
計
一
五
二
人
で
す
。

疫
学
調
査
に
優
れ
た
業

績
を
残
し
て
い
る
岡
山
大

学
の
津
田
敏
秀
教
授
は
、
外

国
人
特
派
員
協
会
で
記
者

会
見
を
行
い
、
「
福
島
県
内

の
甲
状
腺
ガ
ン
は
、
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
よ

る
甲
状
腺
ガ
ン
の
増
加
グ

ラ
フ
か
ら
想
定
し
、
驚
く
べ

き
被
害
者
の
数
に
な
る
」
と

見
解
を
公
表
し
ま
し
た
。

（
次
号
へ
続
く
）

放
射
能
を
帯
び
た
大
気
の
拡
散

二
〇
一
一
年
三
～
六
月
、

福
島
事
故
原
発
か
ら
の
放

射
性
物
質
は
風
に
乗
っ
て
福

島
県
だ
け
で
は
な
く
、
平
坦

な
関
東
平
野
に
拡
散
し
、
約

四
千
万
人
が
住
む
東
京
と
そ

の
近
県
に
降
下
し
ま
し
た
。

当
時
、
猛
威
を
奮
う
ヨ
ウ
素
１

３
１
な
ど
へ
の
防
護
体
制
は

あ
ま
り
に
不
備
で
し
た
。

土
壌
中
の
セ
シ
ウ
ム

（
万
Ｂ
ｑ
／
㎡
）

新
宿
は
盛
岡
の
六
倍

自
治
体
施
設
の
測
定
値
比
較


